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焼
酎
「
島
立
ち
」
づ
く
り
始
動 

校
長　

加
藤　

晃
一 

　

今
年
の
４
月
は
、
例
年
に
比
べ
、
雨
天
の
日
が
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
３
月
か
ら
４
月

は
じ
め
の
頃
の
長
雨
を
「
菜
種
梅
雨
」
と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。
ち
ょ
う
ど
菜
種
の
花
が
咲
く
頃
に
降

る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
春
先
の
こ
の
雨
の
恵
み
を
受
け
て
、
た
く
さ
ん
の
花
々

が
咲
き
始
め
ま
す
。
今
年
は
、
こ
の
「
菜
種
梅
雨
」
が
例
年
よ
り
長
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

　

さ
て
、
新
年
度
を
迎
え
、
一
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
１
年
生
は
、
「
学
校
生
活
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
や

「
生
徒
会
対
面
式
・
生
徒
総
会
」
等
を
終
え
、
中
学
校
生
活
に
慣
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
教

科
担
任
制
の
授
業
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
主
体
的

に
授
業
に
臨
ん
で
い
る
姿
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昼
休
み
に
は
、
先
輩
や
先
生
方
と
楽
し
そ
う
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。
「
菜
種
梅
雨
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
生
方
や
先
輩
方
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
力
に
し
て

人
の
個
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、
自
己
の
成
長
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 
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５
月
に
入
る
と
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
焼
酎
「
島
立
ち
」
づ
く
り
が
本
格
的
に
始
動
し
ま

す
。
平
成

年
に
始
ま
っ
た
こ
の
学
習
も
今
年
は
、

回
目
を
数
え
ま
す
。
「
島
立
ち
し
て
い
く
中

14
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学
生
の
た
め
に
、
何
か
記
念
に
残
せ
る
も
の
は
な
い
か
？
」
と
い
う
当
時
の
先
生
方
の
提
案
を
受

け
、
地
元
の
塩
田
酒
造
様
に
相
談
し
、
原
料
芋
の
栽
培
か
ら
仕
込
み
体
験
な
ど
、
全
て
の
工
程
を

学
習
す
る
と
い
う
目
標
の
下
、
こ
の
学
習
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
里
中
学
校
に
は
、
学
校
農
園

が
無
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
原
料
芋
を
栽
培
す
る
た
め
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
準
会
員
の
方
か
ら
畑
地
を
お
借
り

し
ま
し
た
。
今
年
は
、
４
月
の
長
雨
で
計
画
通
り
学
習
が
進
め
ら
れ
る
か
、
少
し
心
配
は
あ
り
ま

し
た
が
、
４
月
下
旬
に
農
地
の
整
地
、
５
月
８
日
に
マ
ル
チ
張
り
、
５
月

日
に
は
、
芋
の
苗
付

11

け
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
準
会
員
の
方
々
に
マ
ル
チ
張
り
や
苗
の

植
え
付
け
の
ご
指
導
や
ご
協
力
を
た
く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
学
習
を
通
し
て
、
甑
島
を
支
え

る
重
要
な
農
業
や
産
業
を
学
ん
だ
り
、
焼
酎
づ
く
り
が
国
の
財
政
の
一
部
を
担
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
学
ん
だ
り
す
る
と
と
も
に
、
中
学
生
に
対
す
る
島
の
先
輩
方
の
大
き
な
期
待
や
思
い
や
り
を

学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

代
「
島
立
ち
」
の
完
成
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 
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「
一
日

分
読
書
」
運
動
～
本
が
ひ
ら
く
わ
た
し
の
未
来
～ 

20

　

本
年
度
、
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
は
、「
一
日

分
読
書
」
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
読
書
は
、
私

20

た
ち
の
知
識
や
想
像
力
を
広
げ
る
素
晴
ら
し
い
活
動
で
す
。
本
を
読
む
こ
と
で
、
新
し
い
世
界
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
り
、
様
々
な
経
験
を
共
有
で
き
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
読
書
に
よ
っ

て
私
た
ち
の
言
葉
遣
い
や
表
現
力
、
理
解
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
一
日
の
う
ち
少
し
の

時
間
の
読
書
を
通
し
て
、
素
晴
ら
し
い
冒
険
や
学
び
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

             
           　 
             
  ４日（火） 地区総体（ ~  ５日）

 ５日（水） 第２回小中合同研（鹿島小 :午後カット）

   ９日（日） 耳鼻科・眼科検診

 12日（水） 遠泳大会前保体事業部会（18 :00～） 

 期末テスト前部活動停止（～20日） 

   18日（火） 普通救命講習（2年生）

   19日（水） 期末テスト（～21日）

   21日（金） 海の安全教室

   27日（木） 中期ふる・コミュ（1年）

    安心・安全な学校づくりのために 

　４月 16 日（火）に『交通安全教室』を行いました。 

　江口自動車の江口誠志さんからは、自転車の点検の仕方
について教わりました。里駐在所の春口弥さんからは安全
な自転車の乗り方のお話と実技講習がありました。 

　日頃から身近な交通手段として利用できる自転車です
が、決して、被害者にならない、加害者にならないことを
学びました。ヘルメット着用、自転車保険に加入し、安全
に利用しましょう。 

　４月 18 日（木）は、不審者対応訓練がありました。
もしもの事態を想定した訓練を実際に行うことで、生
徒の安心・安全を確保するためにはどのように行動す
ればよいか、一人一人の教職員が真剣に考える機会と
なりました。不審者役や指導を甑島幹部派出所の方に
協力いただきました。昼休みに不審者が侵入したと想
定し、不審者に声かけをすると同時に生徒の避難を促
す担任。校舎へ侵入を阻止する現場は、不審者の怒声
が響きわたり、ただならぬ緊張感が漂っていました。
その後に興奮した不審者に向かい、さすまたで応戦。
職員たちの手で取り押さえ訓練が終了しました。 

 「避難すること」は、いつ、何時起こるかわかりません。
地震、火災、不審者等、実にさまざまなケースでの避難が
求められます。そのためにも、常日頃からの訓練や心構え
を忘れずに意識を高くもつと同時に、生徒自身にも、「も
しもの時のための動作」をしっかりと理解させていきます。 

３０００本の「みちしずく」の苗を植えました 

　５月２日に「島立ちづくりオリエンテ

ーション」が行われ、焼酎芋づくりから

焼酎の完成まで説明を聞きました。５月

８日には、肥料まきとマルチ張りを行い

ました。３年生が畝（うね）が真っすぐ

になるように悪戦苦闘しながら機械を操

作しました。 

　５月 11 日は、冬から種芋から育てた

新種「みちしずく」の苗約３０００本を協力者の方

々や準会員の方々の御指導を受けながら丁寧に植え

ていきました。これから、収穫まで、畑の世話や収

穫焼酎造りになります。昨年は大豊作で、イモは太

く大きく、数もたくさん収穫できました。今年はど

うなるか楽しみです。芋造り協力員の方々、準会員

の方々、大変お世話になりました。 

礒道さんから事前に苗植えの

説明を受けました。
３年生は全員、マルチ張りの

機械の操作の体験をしました。

よりよい学校生活について協議 生徒総会 

　４月 25 日に行われた生徒総会では、生徒会本部と３つの専門部の部長が登壇し、今年度の

計画や目標を説明し、協議を行

いました。質疑応答では８つの

質問が出され、それぞれに丁寧

な回答がなされました。質問内

容は、「スマイルタイムを実施し

てほしい。」「ほうきを増やして

ほしい。」などよりよい学校生活

を過ごせるための幅広い内容で

充実した生徒総会になりました。 本部の説明をする橋口会長 熱心に協議しました

上級学校説明会の案内 

 日時　５月 30 日（木） 

９時 50 分～ 12 時 10 分 

12 校の上級学校の説明会を行い

ます。将来の進路について考え

る良い機会です。１、２年生の

保護者の皆様も是非、御参加く

ださい。

「
二
番
目
の
悪
者
」
・
林 

木
林
／
作
・
庄
野 

ナ
ホ
コ
／
絵 

　

あ
ら
ぬ
噂
を
広
め
、
ラ
イ
バ
ル
を
お
と
し
め
よ
う

と
す
る
主
人
公
。
真
実
を
確
か
め
よ
う
と
せ
ず
、
興

味
本
位
に
噂
を
広
め
る
世
間
。
作
中
の
「
嘘
は
、
向

こ
う
か
ら
巧
妙
に
や
っ
て
く
る
が
、
真
実
は
、
自
ら

さ
が
し
求
め
な
け
れ
ば
見
つ
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う

言
葉
が
身
に
つ
ま
さ
れ
る
思
い
が
し
ま
す
。 

お薦めの一冊 

加藤校長

※※里中学校ホームページhttp://www.edu.satsumasendai.jp/sato-j/及び里中学校公式ブログhttp://blog.goo.ne.jp/sato-j_2012も御覧ください※※

令和６年度　『顔には笑顔　胸には感謝　背中には誇り』　鹿児島県薩摩川内市立里中学校

学級目標紹介 

　担任や生徒の思いや願いが詰まった学級目標が決
定しました。この 1 年、学校生活を通して仲間とと
もに、支え合い、高め合いながら学級目標を達成
していくことになります。各 学 年 の 温 か な 団 結
と生徒 一人一人の活躍を期待しています。 

１年　 明るく　元気で　団結力は世界一の11人 

２年　ＰＯＷＥＲ～迫力・協力・元気力で一致団結 

３年  唯一無二、絆を深め　輝け　個性！　翔け！      
　　 ３年生


